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地方分権、地域主権の時代です。こ

れからの長野市に大切なことは、市民

一人ひとりが「行政にお任せ」から自

立し、まちづくりの主役となることで

す。そのためには情報公開、市民参加

が不可欠です。

１期４年間の経験を礎に、市政全体

のチェックと政策提案の力をさらに

磨き、市民が主役となるあったかい市

政、政策本位の緊張感ある開かれた市

議会をめざし、頑張り抜く決意です。

自らの生活圏である安茂里をもっ

と住みよくしたい、この想いを原点に、

地元・安茂里を大切にしながら、住み

続けたい長野市をめざし、全力を尽く

します。（写真は８月８日、８回目の一般質問）

長野市議会議員 布目ゆきお
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もっと住みよい長野市へ
《ともに生きる》
◆安心の高齢者・障害者福祉、子育て支援を◆実効性あ

る地球温暖化防止策を。農地・山林・河川の再生。ゴミ

分別収集の徹底とリサイクルの推進を◆市民の足を守

る、地域公共交通網の確立へ◆差別のない共生都市、平

和発信都市へ。

《ともに育つ》
◆３５人学級の拡大、心のカウンセリングの充実を◆学

校施設、公民館、児童センターを充実し、地域の拠点づ

くりに◆市立保育園の維持・拡充へ◆食の安全を徹底、地産地消の

推進を。

《ともに創る》
◆市民憲法、「市民参加・自治基本条例」（仮称）の制定へ◆安心・

安全を基準とする総合評価入札制度の導入へ◆市民の必要度・満足

度を尺度に客観的な「行政評価制度」を、市民参加による政策決定

へ◆市民に開かれた議会へ。

恒例のマレットゴルフ＆バーベキュー交流会盛大に
７月２２日、参院選の期間中でしたが、「忙中閑あり」で、３回目となるマレットゴルフ

交流会を後援会で催しました。雨上がりで悪コンディションの中でしたが、和気あいあい、

楽しいひと時を過ごし、市議選への英気を養うことができました。これからも輪をさらに広

げ、続けていく所存です。よろしくお願いします。

後援会事務所のご案内

後援会事務所を開設しています。気軽に

お立ち寄りください。

〒380-0961 長野市安茂里小市２－８－１

電 話（２６７）５５０８

ＦＡＸ（２２７）９７３９

◎ＪＲ安茂里駅から徒歩１５分

◎駐車場１５台
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安心の暮らしと市民自治を育む

長野市の未来、市民の幸せを考え

行動します。働きます。

健康第一、

前立腺がん検診を実現
男性特有のガンで急増している前立腺がんの予

防に向け、前立腺がんの血液検査（ＰＳＡ検査）が

市民健康診査に加わりました。５０歳から７４歳ま

での男性が対象、２０００円の自己負担が必要とな

ります。布目市議の提案が実ったもので、生活習慣

病の予防対策が前進することになりました。

市民の足を守る、

公共交通網の整備を
合併で面積が１．８倍となった新長野市。山間地

を含め、市民が自由に移動できる公共交通網の整備

は重要な課題の一つ。公共交通機関で移動できる市

民の足を確保することは、高齢社会にあってより不

可欠となっています。布目市議は、初当選以来、バ

スを中心とした公共交通網の整備を取り上げてき

ました。とりわけ、市がまとめた「バス路線網再編

基本計画」を「絵に描いた餅」にしないよう、実効

性のある計画として年次計画を立て具体化するこ

とを求めてきました。ライフワークの一つです。

成人学校の受講料値上げ、

修正案可決に道を開く
「寝耳に水」で提案された成人学校受講料の大幅

な値上げ案。「年金生活ではもう成人学校に行けな

い」との切実な声に応え、受講生有志の皆さんと一

緒に教育長に陳情するとともに、本会議で値上げの

大幅な見直しを求めました。結果、１９年ぶりに修

正案が可決されました。値上げ幅そのものの修正は

実現できませんでしたが、経過期間を３年から５年

に延長することになりました。今後も安易な受益者

負担の見直しを厳しくチェックしていきます。

安全でおいしい水を！
犀川浄水場の運転管理業務民間委託の提案に対

し、「コストが優先され、安全が二の次になる」と

警鐘。命の支えとなる「水」の問題だけに、安全性

は譲れません。既にこの４月から民間委託されてい

ますが、安全が後回しにならないようチェックして

いきます。

安心を任せられる

消費者行政を
消費生活相談はＨ１６年度の６,５７５件をピー

クに減少傾向にあるとはいえ、訪問販売による被害

や高齢者や障害者を狙った被害、ヤミ金被害が増加

し、手を変え品を変え、手口はより巧妙、複雑にな

っています。消費生活センターの相談態勢の拡充を

求めるとともに、「消費者基本法」に基づく市の条

例制定を働きかけてきました。条例制定はこれから、

引き続き取り組みます。

格差是正に向け、

市独自に暮らしの命綱を
格差の拡大は深刻になる一方、国の政治によると

ころが大きいのですが、医療や介護、障害者の自立

支援で、市独自の負担軽減策を求めてきました。市

は「独自の軽減策は自治体間格差を広げる」としガ

ードが堅いのですが、身近な市行政が「暮らしの命

綱」となります。市独自に暮らしのセーフティネッ

トを広げるよう、引き続き取り組みます。

子どもに安全な居場所を
学校の空き教室等を利用した「放課後子どもプラ

ン」づくりが進められています。とはいえ、空き教

室はままならない現実も…。さらに、児童センター

等の利用を有料にする検討が始まっている今日、児

童館・児童センターの拡充を第一に、放課後、子ど

もたちの安全で安心な居場所づくりのために力を

入れます。

地球温暖化を防げ！

「カーフリーデ－」を提案
地球温暖化防止に向けた国際的な取り決め「京都

議定書」の採択から１０年目の今年、国際的約束を

自治体から守っていくための新しい取り組みとし

て「カーフリーデ―（車の休日）」を提案しました。

フランスの地方都市が発祥地で、欧州や北米に広が

っている国際的なイベントで、毎年９月２２日に取

り組まれます。市長も「目的・趣旨には大いに賛同」

として「関係機関と協議したい」と前向き。車社会

が当たり前となっている今日、「車の休日」は確か

に不便ですが、かけがえのない地球環境を守るため

に一人ひとりが行動したいたものです。

住民自治を育む

都市内分権へ
安茂里でも住民自治協議会がスタートしました。

行政の肩代わりではない、新しい住民自治の仕組み

となるよう、住民参加によるまちづくりが前進する

よう、議員の立場で応援していきたいと思います。

長野市を住みよく安全に

環境整備に努力
通学路の安全や道路・水路の改修、災害対策、環

境保全など、安全で安心な地域をめざし、市民の皆

さんの要望の実現に努力してきました。これからも

長野市民の幸せを第一に、安心で安全、快適な暮ら

しを実現するために働く決意です。

布目ゆきお市議

４年間を振り返って…
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